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１ 平成１８年中の概要 

平成１８年は豪雪、梅雨前線による大雨や台風第１３号、北朝鮮ミサイル発射のよ

うに国民保護の観点から見過ごすことの出来ない事案が生じた。 

 消防界においては、市町村消防の広域化、緊急消防援助隊の増強整備など大規模災

害等に備えた災害対応力の充実強化、消防団の充実強化に係る様々な施策の推進、消

防救急無線のデジタル化及び広域化・共同化について法的整備が行われつつある。 

平成１８年度の主要施策、消防職員の管理及び計画的な研修を行うことにより、消

防業務の維持向上を図った。 

（１）職員の採用状況 

  消防吏員１名採用（行政職からの身分替） 

（２）職員の教育・研修等の状況 

ア 初任教育 

イ 専科教育（消防大学校警防科に１名入校、広島県消防学校救助・救急科程

に５名入校した。） 

ウ 特別教育救急救命士再教育（JPTEC） 

   エ 特別教育気管挿管講習（広島県消防学校気管挿管科程に３名入校。） 

   カ 講師派遣（広島県消防学校に短期派遣１名、その他４回４名を派遣） 

キ  危機管理講習 

ク 実務研修（広島市防災センターに住民指導・防火管理研修１名入所） 

ケ 救急高度化推進事業（広島市救急救命士養成所に１名入所） 

     救急救命士の処置拡大に伴う薬剤投与追加講習６名入所 

気管挿管認定救命士養成のため１名を、薬剤投与認定救命士養成のため５

名を吉田総合病院で研修させ認定を受けた。 

今後の課題として、救急救命士の養成課程修了者が平成１８年度までに１７名とな

り、平成１９年３月末までに救急救命士有資格者が１６名となっている。救急サービ

スに対する市民のニーズは増加傾向にあり、順次養成する必要がある。また、救急救

命士の処置拡大に伴う追加講習も順次行う予定である。 

職員の採用については、団塊世代の大量退職の時期を迎えており、消防力の維持・

向上のための採用が必要である。 
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２ 平成１８年度当初予算 
  

 

（歳出） （単位：千円）

科　　　　　目 平成１８年度 平成１７年度 比　較

常 備 消 防 費 575,657 448,149 127,508

非 常 備消防費 95,910 133,526 △ 37,616

消 防 施 設 費 91,959 128,740 △ 36,781

災 害 対 策 費 4,005 5,797 △ 1,792

消 防 費 767,531 716,212 51,319

（ 歳 入 ） （単位：千円）

科　　　　　目 平成１８年度 平成１７年度 比　較

国 県 支 出 金 26,600 67,760 △ 41,160

地 方 債 157,500 26,200 131,300

そ の 他 29,748 38,238 △ 8,490

一 般 財 源 553,683 584,014 △ 30,331

歳 入 合 計 767,531 716,212 51,319

当初予算比較

 
 
 
 
３ 市一般会計当初予算比 
市当初予算と消防当初予算比

17 22,780,000 716,212

18 20,760,000 767,531 0.04

0.03

　　　　　　区
分年度

市一般会計予算
千円（Ａ）

消防予算
千円（Ｂ）

一般会計決算に対する
消防予算の（Ｂ/Ａ）

 
 

17 716,212 33,923 13,001

18 767,531 33,617 13,14123 58

55

世帯数
（世帯）

一世帯当たり
消防費負担額
（≒千円）

市民一人当たりの
消防費負担額
（≒千円）

　　　　　区分
年度

消防予算額
（千円）

人口
（人）

21

市当初予算と消防当初予算比
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４ 職員の配置 
（平成１９年４月１日現在） 

消 防 長 1 1

次 長 1 1

総 務 課 1 1 2 3 2 9

予 防 課 1 2 10 4 17

消 防 課 1 2 3 2 3 11

署 長 1 1

副 署 長 1 1

警 防 課 2 2 1 1 2 8

1 8 7 16 7 8 2 49合計

消防士
消　防
司令長
消　防
司　令

消　防
士　長
消　防
副士長

消　防
司令補

消
防
署

消
防
本
部

事務
吏員
総計

　　　　 　　区分

所属

 
 
５ 職員の経験年数 

（平成１９年４月１日現在） 

　　　　階級

勤続年数

消　防
司令長
消　防
司　令
消　防
司令補
消　防
士　長
消　防
副士長
消防士

事務
吏員
合計

平 均 勤 続
年 数

35.0 33.1 29.6 22.4 6.1 9.5 1.5 20.2

1 年 未 満 2 2

１ 年 以 上
３ 年 未 満

1 2 3

３ 年 以 上
５ 年 未 満

1 1

５ 年 以 上
１ ０ 年 未 満

1 3 1 5

１ ０ 年 以 上
１ ５ 年 未 満

6 2 4 12

１ ５ 年 以 上
２ ０ 年 未 満

1 1 2

２ ０ 年 以 上
２ ５ 年 未 満

２ ５ 年 以 上
３ ０ 年 未 満

1 4 1 6

３ ０ 年 以 上 1 7 3 7 18

合　計 1 8 7 16 7 8 2 49
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６ 職員の年齢構成 
（平成１９年４月１日現在） 

　　　　階級

年齢

消　防
司令長
消　防
司　令
消　防
司令補
消　防
士　長
消　防
副士長
消防士

事務
吏員
合計

平 均 年 齢 58.0 55.5 49.4 42.6 30.0 30.4 37.0 42.1

２ ０ 歳 未 満 1 1

２ ０ 歳 以 上
２ ５ 歳 未 満

1 1

２ ５ 歳 以 上
３ ０ 歳 未 満

2 1 1 4

３ ０ 歳 以 上
３ ５ 歳 未 満

6 5 3 14

３ ５ 歳 以 上
４ ０ 歳 未 満

2 1 3

４ ０ 歳 以 上
４ ５ 歳 未 満

2 1 1 4

４ ５ 歳 以 上
５ ０ 歳 未 満

1 1

５ ０ 歳 以 上
５ ５ 未 満

3 4 4 11

５ ５ 歳 以 上 1 5 1 3 10

合　計 1 8 7 16 7 8 2 49
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７ 職員研修状況              （平成１９年４月１日現在） 

Ｓ47
～H6
7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

合
計

本 科 3 1 1 5

上 級 幹 部 科 1 1 2

警 防 科 3 1 1 1 6

予 防 科 2 1 1 1 5

救 急 科 2 2

救 助 科 1 1

19 4 5 1 1 2 1 1 1 35

16 16

予 防 課 程 15 1 16

査 察 課 程 13 13

予 防 ・ 査 察 課 程 1 1

火 災 調 査 課 程 6 1 1 1 1 1 11

危 険 物 課 程 6 1 7

警 防 課 程 13 13

無 線 通 信 課 程 13 5 2 1 21

救 急 Ⅰ 課 程 33 33

救 急 Ⅱ 課 程 22 4 3 0 1 30

救 急 標 準 課 程 3 4 5 1 1 2 1 17

救 急 科 1 1 2

28 2 2 1 1 2 2 2 1 1 2 44

2 1 3

7 2 2 1 12

2 2 2 6

救急救命士用 ACLS
指導者養成教育

2 2

救急救命士再教育
(JＰＴＥＣ )

2 4 2 3 1 12

救急救命士再教育
二次救命処置

4 2 3 9

気管挿管講習 2 2 4 3 11

薬剤投与 7 7

13 13

3 3

4 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 16救 急 救 命 士 研 修 所

リ レ ー 研 修

広
島
県
消
防
学
校

救 助 科 救 助 課 程

中 級 幹 部 科

初 任 教 育

水 難 救 助 科

特別消防団 担当 教育

特 別 初 任 教 育

初 級 幹 部 科

　　　　　　 　年度

区分

消
防
大
学
校

教
育
総
合

専
科
教
育

警
防
科

救
急
科

予
防
科

特
別
教
育
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８ 職員の資格取得状況 
（平成１９年４月１日現在） 

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消
防
士
長

消
防
副
士
長

消
防
士

事
務
吏
員

合

計

大 型 一 種 4 3 6 3 3 19

大 型 二 種 2 2

普 通 自 動 車 1 8 7 16 7 8 2 49

自 動 二 輪 1 6 3 5 1 16

け ん 引 2 2

救 急 救 命 士 1 5 8 1 2 17

救 急 Ⅱ 課 程 1 8 7 9 1 26

救 急 標 準 課 程 7 5 5 17

救 急 科 2 2

気 管 挿 管 講 習 5 9 1 1 16

気管内チューブによる気道
確保の実施のための実習

1 2 1 4

救 急 救 命 士 薬 剤 投 与
追 加 講 習

6 1 7

薬 剤 投 与 の 実 施
の た め の 実 習

4 1 5

2 4 1 7

1 2 3 7 4 6 23

8 7 15 7 6 43

3 2 4 3 3 15

１ 級 陸 上 1 1

２ 級 陸 上 3 4 7 3 2 19

5 4 2 11

　　　　　　　　　区分

種別

自動車
運転免許

救急資格

二 級 小 型 船 舶 操 縦 士

ガ ス 溶 断

潜 水 士

特殊無線
技 士

玉 掛

小 型 移 動 式 ク レ ー ン
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９ 表彰状況 

全 国
会 長

全 国
会 長

全 国
会 長

全 国
会 長

中 国
支 部 長

（35年）（30年）（25年）（20年）（15年）

S57～H2 2 27 31 60

3

4 8 3 11

5 11 11

6 1 5 3 9

7 1 1 1 2 5

8 6 6

9 1 1 4 3 9

10 1 10 11

11 2 3 3 8

12 1 2 2 2 7

13 1 3 5 9

14 1 5 3 3 12

15 3 2 10 3 18

16 2 4 3 3 12

17 2 1 1 2 2 4 12

18 2 2 3 4 11

合　計 14 24 4 23 30 35 37 47 211

合

計

　　　区分

年度別

消

防

庁

長

官

広

島

県

知

事

消

防

長

会

会

長

広

島

県

全　国　消　防　長　会

 
 


